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※学振の基本的な情報は、毎年規定が変わったり、発表内容に誤りが
ある可能性もあるので、各⾃最新の情報を学振のHPでご確認ください。



スモールトークの概要

➀学振とは︖

➁ researchmapとは︖

➂ウェブスクレイピングで、 researchmapの情報から、
学振採択者の研究業績数をカウントした結果の紹介
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学振とは︖

⽇本学術振興会 特別研究員 の略

「特別研究員制度は、我が国の優れた若⼿研究者に対して、
⾃由な発想のもとに主体的に研究課題等を選びながら
研究に専念する機会を与え、研究者の養成・確保を図る制度です。」

⽇本学術振興会 ホームページhttps://www.jsps.go.jp/j-pd/index.html

→博⼠後期課程やポスドクの時期に、
給料（研究奨励⾦）と研究費をもらいながら研究できる制度。
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https://www.jsps.go.jp/j-pd/index.html


学振の種類

※SPD（すごいポスドク）︓PDと同じ区分だが給料や研究費多い（現在は廃⽌）
CPD（国際競争⼒強化研究員）︓PDが5年間になり、3年間は海外
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種類 採⽤期間 時期・条件 給料（円/⽉） 研究費

DC1 ３年間 博⼠後期１年から〜
（M2時申請）

20万 約100〜150万円

DC2 ２年間 博⼠後期２、３年から〜
（D1, D2時申請）

20万 同上

PD ３年間 博⼠号取得（⾒込含む）から
5年未満の⼈は申請可能。

36.2万 同上

RPD ３年間 出産あるいは未就学児の養育のために、
3か⽉以上研究活動を中断した者。
博⼠号取得者（⾒込含む）。

36.2万 同上

海外学振 ２年間 博⼠号取得（⾒込含む）から
5年未満の⼈は申請可能。

年額450~620万
（渡航先による）

←研究費を含む︖

※給料や研究費は，国に予算状況で変動する可能性あり。

2022年時点



評価の基準
●審査⽅針（学振DC）
①⾃⾝の研究課題設定に⾄る背景が⽰されており、かつその着想が優れていること。
また、研究の⽅法にオリジナリティがあり、
⾃⾝の研究課題の今後の展望が⽰されていること。

②学術の将来を担う優れた研究者となることが⼗分期待できること。

●審査⽅針（学振PDには以下が追加）
③博⼠課程での研究の単なる継続ではなく、新たな研究環境に⾝を置いて
⾃らの研究者としての能⼒を⼀層伸ばす意欲が⾒られること。

●採点項⽬（１〜５点で採点）
１，研究計画の着想およびオリジナリティ
２，申請書から推量される研究者としての資質

→採択と、研究業績（発表論⽂数）の関係は︖
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申請書フォーマット
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2023年度 DC



申請書フォーマット
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2023年度 DC

⇦論⽂等の
成果物を適宜⽰す



researchmapとは︖
⽇本の研究者が、⾃⼰紹介するページ
（研究者番号を持っていない場合でも、⼈に紹介してもらって作成できます）

→ポスドク以上の⼈はほとんど作っている

・研究分野
・これまでの経歴（学振特別研究員含め）
・論⽂
などが登録されている
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researchmap から抽出した情報
・採⽤年度の前年までの業績をカウント。
（例．2021年度から採⽤開始の⼈は、2020年までの業績数）

・分野は採択分野ではなく，researchmapに登録されている分野

・2011年以降の採択者に限って集計。

・査読付き論⽂に限定。

※対照群として、以下の2パターンも調査。
「対照群1（DCなしM2時点）」DC採⽤歴がない⼈のM2時点での業績
「対照群2（PDなしD3時点）」PD採⽤歴がない⼈のD3時点での業績
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採択年度4⽉

X年 X+1年

4, 5⽉頃
=申請時期

X年以前の業績をカウント

1⽉
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結果｜教育⼼理DC

→採択者は国内誌でも査読付き論⽂が１つある⼈が多い

※太字数字は中央値。（学振採択者は，必ずしもM2時点の業績ではないことに注意。）
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結果｜実験⼼理DC

→採択者はなにかしら国際誌で論⽂が１つ出てる⼈が多い

※太字数字は中央値。（学振採択者は，必ずしもM2時点の業績ではないことに注意。）
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結果｜社会⼼理DC

→DC1は筆頭がゼロの⼈も多い

※太字数字は中央値。（学振採択者は，必ずしもM2時点の業績ではないことに注意。）
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結果｜臨床⼼理DC

→DC2採択者は（国内誌で）筆頭が１本以上ある⼈が多い

※太字数字は中央値。（学振採択者は，必ずしもM2時点の業績ではないことに注意。）



DC結果まとめ
●どの分野でも，発表論⽂数がゼロでも、採択されている⼈が結構いる。（ゼロが分厚い）

●⼀⽅で、論⽂（国内・国外に限らず）を１つ書いてるかどうかは⼤きそう。

●分野によって，国内誌・国際誌の⽐重が違う︖
（実験⼼理は国際誌での業績がある⼀⽅で，教育⼼理や臨床⼼理では国内誌の⼈も多い）

※特にここ数年の採択者は，
採択されていても，Researchmapを作っていない⼈も多いため，
サンプリングにバイアスあり。
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15※太字数字は中央値。（学振採択者は，必ずしもD3時点の業績ではないことに注意。）

結果｜教育⼼理PD

→PDは対照群より国際雑・国内誌それぞれ2本程度多い



16※太字数字は中央値。（学振採択者は，必ずしもD3時点の業績ではないことに注意。）

結果｜実験⼼理PD

→国際誌論⽂の有無が重要︖（国内誌はそもそもあまり出さない︖）



17※太字数字は中央値。（学振採択者は，必ずしもD3時点の業績ではないことに注意。）

結果｜社会⼼理PD

→国際誌論⽂の有無が重要︖



18※太字数字は中央値。（学振採択者は，必ずしもD3時点の業績ではないことに注意。）

結果｜臨床⼼理PD

→国際誌論⽂の有無が重要︖（海外学振の⼈はひっかからず）



PD結果まとめ

●PD採択者は、（筆頭でも共著でも）国際誌の本数が多い。

●海外学振・RPDは、ある程度キャリアを経た⼈が多いからか、
PDより論⽂数が多い傾向にある。

（集計された⼈数がかなり少ないことに注意）

●分野によって，国内誌・国際誌の⽐重が違う︖
（DCと同じく，実験⼼理は国際誌多め，教育⼼理は国内誌多め）

※採択者の論⽂数は，採択の前年のものなので，
対照群（全員D3）との⽐較はあまり妥当ではない

（採択者も，D3の時は全く業績がなかった可能性もある）
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これから出す⼈への
Take home message
●DCは，業績ゼロでも可能性は結構ある︕とにかくチャレンジしてみよう︕

●PDは，やはりある程度業績が必要かもしれない︕執筆頑張ろう︕
（特に国際誌を⽬指そう︕）

●全体的に対照群と分布がオーバーラップしているので，基本的にあきらめずに︕
（中央値に過度にとらわれないように）
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学振の審査基準の変遷｜論⽂本数主義からの転換︖

学振の審査基準や，申請書フォーマットは変わってきた
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研究業績を書くだけのページ
2020年度採⽤分 2021年度採⽤

2020年あたりで変化

⾃分の研究遂⾏能⼒を説明するために引⽤

●採点項⽬
１，研究計画の着想およびオリジナリティ
２，申請書から推量される研究者としての
資質

●採点項⽬
１，申請書から推量される研究者としての
能⼒・将来性
２，研究業績
３，研究計画
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※各点は，各年ごとの中央値結果｜DC 国際誌筆頭の推移

教育⼼理

社会⼼理

実験⼼理

臨床⼼理

→⼤きな変化はない︖（実験⼼理は若⼲増える傾向︖）
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結果｜DC 国内誌筆頭の推移

教育⼼理 実験⼼理

社会⼼理

※各点は，各年ごとの中央値

臨床⼼理

→⼤きな変化はない︖（教育⼼理は全体的に増える傾向︖）



24

※各点は，各年ごとの中央値結果｜PD 国際誌筆頭の推移

教育⼼理

社会⼼理

実験⼼理

臨床⼼理

→若⼲の微増傾向︖（社会⼼理以外）
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※各点は，各年ごとの中央値結果｜PD 国内誌筆頭の推移

教育⼼理

社会⼼理

実験⼼理

臨床⼼理

→ばらばら（社会⼼理・臨床⼼理は少し減っている︖）



ここ１０年の推移のまとめ

●審査基準やフォーマットが変わっても，業績はそれなりに影響︖
（まだ変わってから時間経っていないが）

●PDは特に，国際誌の業績が多い⼈が増えていて，国内誌の本数は減っている傾向︖

→国際誌採択を⽬指して頑張ろう

※各年の⼈数が少ないことに注意。（回帰直線も傾きは不安定なはず）
あとDCで最近の採択者は，まだresearchmapを作っていない⼈も多いはず。
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researchmap から
ウェブスクレイピングする際の基準
・「○○⼼理学」を専⾨にしている研究者の情報を取得
（実際に採択された分野ではないことに注意）

・学振採⽤あり
経歴に「⽇本学術振興会」「特別研究員」の両者を含む登録がある研究者
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補⾜資料︓⽅法の詳細



researchmap から抽出した情報
・論⽂数（査読付）
・国際誌論⽂数（査読付）
・国内誌筆頭論⽂数（査読付）
・国際誌筆頭論⽂数（査読付）

28

←共同筆頭も
含まれる

補⾜資料︓⽅法の詳細


